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アリス病児保育通信

保護者が聞きたいこと！ 疑問に答えました！

解熱剤って使っていいの？などなど…
診察の時にもわからないことは聞けますが、病児保育室でよくある
保護者からの質問に院長に答えてもらいました！

熱性けいれんを起こしたことがあるんですが
解熱剤って使えますか？
けいれん予防の薬でも熱が下がりますか？

胃腸炎で下痢が続いています。
脱水が心配ですが、どうしたらわかりますか？
検査はしなくていいですか？
下痢止めは処方してもらえますか？

以前は解熱剤を使って熱を下げると、再び熱が上がるときにけいれんが起こりやすいの
で
使用しない方が良いと言われていましたが、そのような事実はないことがわかったので
高熱でしんどそうならば使っても構いません。
ただし、けいれん予防の座薬と解熱剤の座薬の間は30分以上あけて下さい。
（どちらが先でも可）
けいれん予防の座薬には熱を下げる効果はありません。

ｃ

脱水の目安は、おしっこの量が減っているかどうかです。
下痢と混ざってわかりにくいかもしれませんが、明らかにおしっこの量が減っていると
きは
脱水の可能性があります。基本、嘔吐がなければ下痢で出た分の水分を飲ませていれば
大丈夫です。
脱水の症状として、舌が乾燥したり、目が落ち窪んだりしている場合は重症である可能
性が
高いので、病院受診しましょう。こどもには下痢止めは処方しません。
下痢止めの効果もある整腸剤を使用するのが一般的です。

院長 荒木 敦



事前登録をおすすめします
お子様の急な発熱などの不調で保育園をお休みしないといけない…
そんな時は、病児保育室をご利用ください♪
【登録受付時間】
平日/10：00～11：00 12：30～15：00
土曜/10：00～12：00

アリス病児保育室
〒535-0022
大阪市旭区新森4-13-17
TEL：06-6952-4561

決まった時間に起きる。
朝食を食べる。など
生活リズムを整えることが
夏バテ予防に繋がります！

●生活リズムを整え
る

適度にからだを動かして
汗をかき、暑さになれるように
しましょう。
暑さに対して汗をかきやすいか
らだになります

●夏の暑さにからだを慣ら
す

子どもは汗っかきです。
尿の回数が少なかったり、尿の色が
濃かったりする場合、脱水の可能性
があります。
こまめに水分補給をしましょう！

●十分な水分摂取をす
る

帽子や、ベビーカーの日よけなど
直接日差しが当たらないような工
夫をしたり、汗をかいたらこまめ
に着替えたり
衣服調整をして熱を放散させま
しょう

●通気性の高い服装をす
る

アイスやジュースなど冷たいものばかりでは、胃腸に負担がかかります。
夏に旬を迎える食材は（トマト、きゅうり、なすびなど）
そのものの水分が多く、体を適度に冷やすといわれています。
これらを意識して食事に取り入れられるといいですね！

●旬の野菜を取り入れよう

暑さに負けない体をつくろ
う！

詳しくはこちらから♪→


